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Living and Society
Global Environmental Problems

Tetsuya Toyoda ·Associate Professor / Institute of Socio-Arts and Sciences

2 units 後期 月 1・2
(平成 19年度以前の授業科目:『生活と社会』) (平成 16年度以前 (医保は 17年度以前)の授業科目:『地理学』)

Target〉 21世紀に生きる人類にとって地球環境問題は差し迫った課題である．い
かなる専門分野や職業に進むにせよ，私たち自身の未来がかかっていると言っ
て過言ではない．増え続ける人口，伸び悩む食糧生産，枯渇する資源，加速化
する環境破壊．今日の日本に住む私たちは豊かで快適な生活に恵まれている
が，それが莫大な輸入資源の消費によって支えられていること，同じ地球上に
は貧困や飢餓に生命をすら脅かされている多くの人々がいることを忘れては
ならない．授業では人口，食糧，資源，環境といったキーワードを地域の視点
からとらえ，問題の本質を問いかけることを目的とする．国連が目指す「持続
可能な開発のための教育 (ESD)」の入門となる科目である．

Outline〉 授業では原則として毎週 1つのテーマを取り上げ，ビデオ視聴などな
るだけ豊富なデータを示しながら解説をおこなう．各人が事実を正確に認識
し，自ら考えを深める手がかりにしてほしい．なお，授業に関連する情報の提
供やレポートの提出は下記ウェッブページ上でおこなう．

Keyword〉 geography, global environment, population problem, food crisis, the
North-South problem, natural resources and energy

Relational Lecture〉 “Living and Society/Food Economics”(0.5), “History and
Culture/Discover the World Heritage: Geography and History”(0.5), “Living
and Society/Internationalization and Environmental Problems”(0.5), “Living
and Society/Introduction to Population Economics”(0.5), “Science and
Technology/Natural Resources and Environmental Issues”(0.5)

Goal〉 地球環境問題についての関心を高め，基礎的な知識を身につけた上で，自
分で探した資料をもとに考察をおこない，意見を論理的な文章にまとめるこ
とができる．

Schedule〉
1.人口問題とはなにか -世界人口の歴史的推移と将来予測
2.マルサスの人口論 -人口論の意義と人口転換モデル
3.人口抑制政策の試み -中国における一人っ子政策とその社会的影響
4.発展途上国の都市問題 -貧困がもたらす農村の疲弊と都市の人口爆発
5.日本の人口問題 -進む少子化 ·高齢化と人口減少社会のゆくえ
6.飢餓と低開発の構造 -モノカルチャー経済のゆがみと南北問題

7.食糧問題と緑の革命 -高収量品種の開発と普及に見る光と影
8.食糧生産の現状と問題 -農業生産と食糧貿易から見た地域の格差
9.日本の食糧需給 -輸入食料の増大と国内農業の課題

10.破壊される熱帯林 -熱帯林の急激な減少とその経済的要因
11.有限な資源と成長の限界 -エネルギー資源の地理的分布と国際情勢
12.日本のエネルギー需給 -原子力エネルギーの経済性と安全性
13.広がる酸性雨被害 -酸性雨のメカニズムと越境する大気汚染
14.進む地球温暖化 -京都議定書と温室効果ガス排出削減の取り組み
15.持続可能な文明と社会 -環境問題が問いかけるものと私たちの選択
16.授業の総括

Textbook〉
�西川潤著 『世界経済入門 ·第 3版』 岩波新書 2004年 819円
�このほか参照する図表等を各回プリントして配布する．

Reference〉 関連する図書を毎回授業で紹介する．
Evaluation Criteria〉 5回に分けて小レポートを課す (80%)ほか，授業へ取り組
み状況 (20%)をもとに総合的に評価する．

Re-evaluation〉 有
Message〉 高校での授業や受験科目で地理を履修 ·選択したかどうかは受講の必
要条件ではない．この授業の単位は，教員免許取得 (中学校・社会，高校・地
歴)のための「教科に関する科目」に算入できる．

Webpage〉 http://web.ias.tokushima-u.ac.jp/region/env/
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=221081
Contact (Office-Hour, Room, E-mail)〉
⇒ Toyoda (+81-88-656-7154, toyoda@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: 木曜 12:00∼ 13:00)
Note〉 授業の 1∼ 6回目は，大学開放実践センターの公開授業として受講可能．
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